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校長 野辺 茂樹  

 

 今日から２学期が始まります。今年は戦後８０年の節目の年になり、広島（８月６日）の平和記念式典、長崎（８月９日）の

平和祈念式典、８月１５日の全国戦没者追悼式では、当時の惨劇を振り返りこのような悲劇を二度と繰り返してはいけないとい

った強い誓いがありました。テレビで式典の様子を見ていても、改めて戦争の悲惨さを痛感する貴重な機会になったのではない

かと思います。吉川市でも８月２日に「平和のつどい」が行われ、本校生徒３名が平和都市宣言の朗読を立派に行ってくれまし

た。また、今年の夏休みは昨年に増して大変厳しい暑さが続きました。暑さ対策も昨年と比べまた一つ、変わってきているよう

に感じます。生徒の皆さんはくれぐれも健康に留意しながら、少しずつ生活のペースを整えていって下さい。これから始まる２

学期は、３つの学期の中で最も長い学期になります。今後とも、本校の教育活動にご理解ご協力のほどお願い申し上げます。 

 さて、この夏休み中に休暇を利用して、鹿児島県の屋久島を訪れました。屋久島は鹿児島 

県の大隅半島から南西約60kmに位置する円形に近い島です。周囲は約130km（車で1周する 

のに約3時間）あり、中央には九州最高峰の宮之浦岳（1936m、九州で最も高い山は屋久島に 

ある）があります。屋久島の山地は花崗（かこう）岩という岩石で出来ています。約1500万 

年前に地下から隆起してでき、浸食よりも速く上昇したため、標高約2000ｍになりました。 

「洋上アルプス」と呼ばれ、1000ｍを超える山が39座以上、雨がよく降るため多くの美しい 

滝や渓谷がある、巨大な岩から成る島です。島の90％は森林で、1993年に白神山地と並んで 

日本初の世界自然遺産に登録されています。 

屋久島は島全体が深い森で覆われ、厳しい自然環境が独自の生 

            態系を形成しています。その中でも特に有名なのが「縄文杉」（左 

写真）です。樹齢推定7200年（※）ともいわれる巨木を目の当たり 

にすると、その圧倒的な姿に心を奪われます。屋久島に自生する 

樹齢1000年以上のスギを屋久杉といいますが、屋久杉が長く生き 

続けられる理由はその自然環境にあります。屋久島の山地は花崗 

岩という岩で出来ているため、山地は栄養が乏しく、植物の成長 

に良い環境とはいえません。その代わり一年を通して非常に雨が 

多いため、屋久杉は常に多くの新鮮な水をもらいながらゆっくりと成長します。そのため、成長が遅 

い分年輪の幅が狭くなります。年輪の幅が狭いと樹脂分が多く含まれるため、より腐りにくくなり、 

長い年月を生きられると考えられています。 

 他にも、 

○森林土壌はすき間が多くスポンジ状になっているため、降った雨は一時的に貯められ徐々に出てくるので、河川の流れの急激 

な増加や減少が抑制される。 

○地中に入った水はにごりが浄化され、さらに地中のミネラルが含まれたおいしい水となり、湧き水などとして出てくる（登山 

の際には空のペットボトルを１本持っていけば飲み水に困らない）。 

○水温の高い黒潮の流れと花崗岩が砕けてできたザラメのような穴を掘りやすい砂浜があるため 

に、アカウミガメの産卵数が国内で最も多い（北太平洋のアカウミガメの半数が屋久島で産ま 

れている）。 

○巨木が枯れると、その上に落ちた若木の種子が水を含んだ樹皮や苔をベッドにして芽を出す 

（着生現象、右写真）。屋久杉の若木は、自然による破壊をきっかけに世代が受け継がれ、森の 

命が維持される。 

といった、厳しい自然の中で生き抜く動植物の力強さ、長い年月をかけて育まれた生態系の美しさがあり、改めて自然の恵みへ

の感謝の気持ちを感じる機会になりました。 

 朝の空気の清々しさ、沈む夕日の雄大さ、鳥や虫などの美しい鳴き声など、当たり前の毎日の中でふと気付く自然の美しさや

恩恵を感じることがあります。自然は私たちに多くのことを教えてくれます。そしてそれは美しさや恩恵そのものだけでなく、

私たち自身の生き方や未来にも影響を与えるものです。これからも自然を尊重し、よいものや美しいものを守り続けていくため

に、共に歩んでいきましょう。 
 

（※）樹齢7200年という説もあるが、中心部は空洞になっており、その内側から採取した試料の科学的計測では2170年。しかしこの測定値は 

中心部ではないため、樹齢は3000年を超えるであろうといったところで推論の域を出ない。 

 

 

 

 

（地図は屋久島町ＨＰより） 



 


